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平成２２年第８回教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会宣言 平成２２年７月２６日（月） 午後１時３０分 

 

２ 場 所     三条市役所栄庁舎 ２０１会議室 

 

３ 出 席 者     長沼委員長、坂爪委員長職務代理委員、渡辺委員、須佐委員、松永教育長 

 

４ 説明のための出席者 

古川教育部長、池浦教育総務課長、高橋学校教育課長、久住子育て支援課長、

嘉代小中一貫教育推進室長、金子生涯学習課長、捧中央公民館長、坂井学校

教育課主幹、西山小中一貫教育推進室主幹、遠藤教育総務課長補佐、阿部教

育総務課庶務係長 

 

５ 傍 聴 人     ２人 

６ 議 題     

 （１）教育委員会委員長職務代理委員の指定について 

 （２）教育委員会委員長の選挙について 

 （３）議席の決定について 

 （４）前回会議録の承認 

平成 22 年第７回教育委員会定例会会議録について 

（５）報 告     

報第１号 平成 22 年度第１回三条市社会教育委員会会議録について 

報第２号 平成 22 年度第１回三条市公民館運営審議会会議録について 

報第３号 平成 22 年度第１回三条市図書館協議会会議録について 

報第４号 平成 22 年度第１回三条市文化財保護審議会会議録について 

（６）議 事     

議第１号 三条市指定文化財の指定について 

 （７）その他 

ア 教育委員の学校訪問について 

イ 三条市議会６月定例会の概要について 

ウ 第一中学校区小中一体校建設の検討状況について 

エ 一ノ木戸小学校及び裏館小学校改築の検討状況について 

オ 次回教育委員会定例会の日程について 

（８）議 事     

議第２号 平成 23年度使用教科用図書の採択について 

 

７ 審議の経過及び結果 

（池浦学校総務課長） 
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坂爪委員長職務代理委員が７月 25 日をもって教育委員としての任期が満了した。先

の６月三条市議会定例会において、再任の議決がされたことにより、本日 26 日付け

で今朝ほど市長から辞令交付が行われ、任命された。そこで現在、委員長職務代理委

員が不在という状況だ。 

また、地方教育行政法第 12 条第２項の規定により、教育委員長の任期が１年と定め

られているため、本日をもって長沼委員の教育委員長としての任期も満了となること

になる。 

そこで本日はまず、不在となっている委員長職務代理委員の選出をお願いし、その

後に明日不在となる委員長の選挙をお願いしたい。 

 

 （１）教育委員会委員長職務代理委員の指定について 

（長沼委員） 

これは三条市教育委員会規則第８条第１項の規定により、委員会で指定することに

なっており、その方法は指名推薦によることとされている。適任の方がいれば御推薦

をお願いしたい。 

（渡辺委員） 

坂爪委員を推薦する。 

（長沼委員） 

ただ今坂爪委員のお名前が上がったが、ほかにいかがだろうか。 

御異議がないので、委員長職務代理委員は坂爪委員に決定した。それでは坂爪委員

から席を移動していただき、あいさつをお願いしたい。 

――坂爪委員、職務代理委員席へ移動―― 

（坂爪委員） 

午前中に國定市長から辞令を頂き、教育委員に任命された。ただ今御指名いただき、

またこれから職務代理として長沼委員を支えていきたい。どうぞよろしくお願いしま

す。 

（２） 教育委員会委員長の選挙について 

（長沼委員長） 

明日 27 日から１年間の任期で教育委員長の選挙をするものです。委員長は三条市教

育委員会規則第６条の規定により委員のうちから互選することとされている。ここで

は第５項の規定により指名推薦の方法により行いたいと思うが、いかがだろうか。指

名推薦でいいだろうか。 

――異議なしの声―― 

（長沼委員長） 

それではどなたかのお名前を。 

（渡辺委員） 

今までとおり長沼委員を委員長に推薦する。 

（長沼委員長） 

ありがとうございます。今長沼委員と私の名前があったが、ほかにはよろしいだろ
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うか。 

では、御異議がないので委員長として長沼委員が決定した。 

皆様、今までも本当に皆様のおかげでやってきた。ありがとうございます。引き続

き皆様のお知恵とお助けを頂いて何とかやっていきたいと思う。やりたいという気持

ちはたくさんあるが、知識がないのでどうぞよろしくお願いしたい。 

（３） 議席の決定について 

（長沼委員長） 

このことについては三条市教育委員会会議規則第３条で、委員長を除く委員の議席

は抽選により定めることになっているが、事務局で何か。 

（池浦学校教育課長） 

それでは先例にならい、１番委員に委員長職務代理委員である坂爪委員、２番委員

には渡辺委員、３番委員には須佐委員としてはいかがと思う。 

（長沼委員長） 

ただ今の事務局からの提案ではいかかだろうか。 

――異議なしの声―― 

（長沼委員長） 

では、ただいまの事務局よりの提案のとおり決定する。 

 

 （４）会議録の承認 

長沼委員長から平成 22 年第５回教育委員会定例会会議録について諮り、承認と決定 

（５）報 告     

・ 報第１号 平成 22年度第１回三条市社会教育委員会会議録について 

金子生涯学習課長から説明 

質疑に入る。 

（松永教育長） 

ジュニア文化振興事業の中で、ジュニア合唱団の話が出たが、これは今どのくらい

の子どもたちのメンバー構成になっているか。 

（金子生涯学習課長） 

まだジュニア合唱団との話合いは持っていない。音楽協会との話合いの段階なので、

今現在やっているジュニア合唱団とは接触はしていないが、30 人から 50 人くらいの

団員だと聞いている。今年度は何人の団員かは聞いていない。 

（松永教育長） 

この前、指導に当たっている先生から、各学校にジュニア合唱団勧誘のパンフレッ

トを配布してもらい団員の拡充を図っていきたいとの話があり、協力しているが、そ

れをしてくださっている先生も若干体調を崩されたという話も聞いている。今年はそ

れでも３人くらいの希望があったとの話も聞いているが、何らかの後継者の育成や、

あるいはそういう事業に対するＰＲ、きちっとした応援といったらいいのか、そうい

うことをやっていかなければ段々先細りになって、消滅してしまう心配がある。その

辺をどんな形で振興事業として取り上げているか期待をしているし、いい方向に持っ
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ていただきたいと思う。いかがなものだろうか。 

（金子生涯学習課長） 

音楽協会との話の中では、今ジュニア合唱団の育成と競合するような形での市が開

催するものということではなく、ジュニア合唱団とどういうふうに連携できるのか、

これから音楽協会、ジュニア合唱団、市で話合いを持つという段階だ。実質的にずっ

とやってこられた方が深海さんという方で、また復帰、教室にもおいでになりはじめ

たようだが、その方を含めてこれから話合いの場を持たせてもらいたいと考えている。 

（長沼委員長） 

ジュニアとは中学生までか。高校はどうか。 

（金子生涯学習課長） 

明確に合唱団の年齢層はつかんでいないが、私がイメージしているのは小中かなと

思っていた。 

全員異議なく承認と決定 

 

・ 報第２号 平成 22年度第１回三条市公民館運営審議会会議録について 

捧中央公民館長から説明 

質疑に入る。 

（松永教育長） 

報告の中で、冒頭に子どもたちの通学合宿の話が出て、「ひさしを貸して母屋を取

られた」とあるが、これは一体どういうことなのかなと。例えば、下田でやっている

ことを三条が取り上げたという意味なのか、どんな意図でこの表現を委員が取られた

のか、ちょっと聞かせていただきたい。 

（捧中央公民館長） 

社会教育委員会の委員さんがおっしゃったことに関しては２つあると考えている。

まずは、下田地区で始めて全市に広がったプロセスを踏まえて、１つは下田地区では

自由に調理室に入って指導の元で料理など毎日全部やっていたものを一部止めたこ

と。また、今年度からはよってげ邸の風呂などの施設が非常に狭いということ、施設

の収容能力が足りないことから、全部グリーンスポーツセンターに移したこと。 

やり方が変わってしまったということと、場所が変わってしまった、この２点を取

られて「ひさしを貸して母屋を取られた」という表現になったのだと推測をしている。 

（松永教育長） 

私はこの事業を始めるときに、生涯学習課も教育委員会にあって、この仕事を一緒

にやってきた。下田で小学校の児童を相手にそういう通学合宿をやっているというこ

とを聞き、大変いいことだなと、いいことであれば三条市もできないかとグリーンス

ポーツセンターをして旧三条市の子ども、それから合併した栄町に呼びかけるなど、

段々広げてきた。子どもたちにいい体験をどんどんと増やしていった方がいいと考え

ているものだから、その都度公民館の職員には大変難儀をかけたなと思っている。 

皆さんが一生懸命やってくださることは、子どもたちにとっていいことだと考えて

いる。是非みんなに広げていってほしいという気持ちがあったものだから、「ひさし



- 5 - 

を貸して母屋を取られた」という発言を、おやっと思って読んだ。他意はない。いい

ことだから難儀でしょうがお願いしたいということだ。 

全員異議なく承認と決定 

 

・ 報第３号 平成 22年度第１回三条市図書館協議会会議録について 

金子生涯学習課長から説明 

質疑に入る。 

（長沼委員長） 

先日本館で、講談社の絵本の読み聞かせのトラックを見せてもらった。すごいです

ね。炎天下の中、親は皆嫌だ嫌だと言っていたのだが、子どもがみんな集まっていた。

こんな本があるのかと私はとてもびっくりして、楽しかった。あれは会社が回ってい

るのか。 

（金子生涯学習課長） 

図書館から要請して会社の方からＰＲというのか、ボランティア的に回っていただ

いている。 

（長沼委員長） 

あれはトラックがおもちゃのようで、それでまた子どもが喜ぶ。とても新しい本が

あって楽しかった。 

（渡辺委員） 

自動車文庫についてちょっとお聞きしたいことがあるが、ほとんどの学校には図書

室があるわけだ。そこにない本が自動車文庫にはあって、魅力があるものなのだろう

か。どういう利用が考えられるのか。 

（金子生涯学習課長） 

前に図書館にいた職員が、指定管理の図書館の指導係として生涯学習課にいる。そ

の職員から話を聞くと、やはり車に乗せていくという出店方式がまず珍しくて子ども

が寄ってきて、そこの中で図書を借りていくということだった。図書の構成も極力学

校図書館と重複しないような形で入れ替えている点で人気があるのかなと思ってい

る。 

全員異議なく承認と決定 

 

・ 報第４号 平成 22年度第１回三条市文化財保護審議会会議録について 

金子生涯学習課長から説明 

質疑に入るが質疑なく、全員異議なく承認と決定。 

 

（６）議 事 

・ 議第１号 三条市指定文化財の指定について 

金子生涯学習課長から説明 

質疑に入るが質疑なく、全員異議なく承認と決定。 
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（７）その他 

  ア 教育委員の学校訪問について 

坂井学校教育課主幹から説明 

     

  イ 三条市議会６月定例会の概要について 

古川教育部長から説明   

質疑に入る。 

（坂爪委員） 

議第６号の医療費の助成について、新型インフルエンザが今年あたり大流行した。

その前に普通のインフルエンザの予防接種をして、それから新型の予防接種をすると

かなりの負担が出るが、任意の予防接種の助成はあるのか。 

（久住子育て支援課長） 

三条市では任意の予防接種の助成はしていない。ただ、昨年インフルエンザのとき

に、県の助成で１回 250 円と、ほんのわずかな新型インフルエンザの助成が始まった。 

（長沼委員長） 

子どもが３人いる場合、小学校を卒業するまで助成対象になる。例えば、お兄ちゃ

んが中学校になった場合は２人と考えるのか。小学校を卒業しても、あと２人は助成

となるのか。 

（久住子育て支援課長） 

子どもが何歳であっても３人いる家庭で、小学校６年生までのお子さんに助成する

ということだ。 

（須佐委員） 

この議会の特別委員会だが、今までが全員だった。この特別委員会は、作ることが

決まっていてできたのか、それとも特別委員会を作りますよという形で急に決まった

ことなのか。新聞報道で見たが、今まで全員で小中一貫のことを議論していたのが半

分になった経緯はどうか。 

（池浦教育総務課長） 

特別委員会については、地方自治法の中で設置することができると定義されている

ものであり、基本的には議員発案によってできる。３人以上の議員からこういった委

員会を設置すべきだと出れば、それは１つの動議として成立し議会に諮られる。諮ら

れた上でそれが必要だという結論が出れば、そこで定数や調査の目的など決めた上で、

特別委員会を設置しましょうということになる。 

前回は全員で構成したが、今回は議員定数が 26 人になったという中で、半数の議員

が入れば各会派から出るので、その中で十分意思は伝わるだろうということで、半分

とした。また、実はもう１つ特別委員会が設置されており、そちらも半数にすると、

いずれかの特別委員会に所属できると、こんな考えもあったのではないかと思う。 

（長沼委員長） 

特別に小中一貫について研究したいという、そういうお気持ちなのか。 

（池浦教育総務課長） 
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市の重要施策については、所管の委員会だけではなかなか範囲が広いので、その調

査目的を１つに絞ってやりましょうという趣旨で設置されるのが特別委員会だ。例え

ば、新市建設計画の斎場やごみ処理施設といった生活関連施設に限って調査を進めま

しょうということで、生活関連施設調査特別委員会ができた。そういった形で市の重

要施策についてピンポイントで調査しているという趣旨になるかと思う。 

 

  ウ 第一中学校区小中一体校建設の検討状況について 

嘉代小中一貫教育推進室長から説明 

質疑に入る。 

（長沼委員長） 

前にも話をしたことがあるが、子どもたちの様子は帰ってきた子どもから聞くので

はなく、授業を見ていただくことが父兄にも地域にも一番いいと思う。 

私どもの地区は、終わってからいつも回覧板が来る。２冊になっており、大事なも

のとそういうものは、いつも後で来るので、回覧板では遅い。皆さんは三條新聞を御

覧になって「今日のメモ」で、例えば今日はどこどこで交流授業がある、体育の授業

がある、どなたでも見られると知る。見たがっている人はいるが、いつ行ったらいい

のか、普通の人が入っていいのか分らない。私も何回かお誘いするが、先生でなけれ

ば入ってはいけないと思うといって、なかなか動いていただけない。 

普段の授業を皆さんに見ていただけるせっかくの機会を知らせする方法はないだろ

うか。本当に年配の方でもお孫さんがいて、学校に行ってみたいという方はとても多

い。そういう方は、やはり三條新聞の「今日のメモ」を見て動かれることがあるので、

例えば検討委員会や推進協議会、授業が見られたらいいと思う。本当に子どもたちも

大勢の方が見てくださると喜ぶ。ただの意見だがよろしくお願いしたい。 

（坂爪委員） 

去年、一昨年だったか視察させてもらったときに、幼稚園や小学校、中学校の一体

校、その中でまた特別養護老人ホームが加わったという施設もあった。三條新聞を見

るとマイナス面ばかりを考えている方がいらっしゃるが、これは児童生徒を中心にも

のを考えてほしいということを強力に出していったらどうだろうか。学校を考えるの

ではなく児童生徒を考える、子どもたちを考えていることを強力に出したら、そんな

ふうには出てこないだろうという気がする。 

（長沼委員長） 

教育長が言われたように、両極端の意見が出るが、意見を出さない、沈黙していて

も楽しみにしている方がたくさんおられる。でも、楽しみにしているという意見の方

は黙っておられる。反対意見にももちろん対応はしなくてはいけないが、それが何か

を揺るがすというものではないような気がする。 

坂爪委員が言われるように、子どもたちは楽しみにしている。そして父兄もでき始

めるとすごくうれしいものだ。それこそおじいちゃんの住所を移そうかとまで言って

いる人もいる。三条小学校が空っぽになってしまうかもしれないと言っている人もい

る。 
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もちろん御意見は大切だが、先生方の授業が本当に素晴らしくなっていること、カ

リキュラムが一番大事なこと、それから子どもたちが楽しみにしていること、少数の

中で暮らしている子どもが大勢の中でのびのびと暮らしていけることが見ていただ

けたら、とても父兄の方は安心なさると思う。そういう意味でわざわざバスで移動し

てまでも交流授業をしている。それを見ていただきたいと本当に思う。 

（嘉代小中一貫教育推進室長） 

委員長と坂爪委員、それぞれから御意見を頂いて本当に有り難いと感じている。委

員長の授業を見てほしいということ、それから坂爪委員の生徒を前面にということで、

特に授業については、私どもはホームページやいろいろな機会、広報を通じながら皆

様に見ていただきたいという話をしている。具体的な小中一貫教育の授業等について

は、学校側とまたいろいろと御協力をしながら２学期以降、この環境を進めたいと考

えている。 

また、２学期は御承知のとおり第一中学校区、第三中学校区それぞれ研究成果を発

表する会も計画されている。それらを踏まえた中で、いま一度各校の先生方と御相談

しながら授業を見てもらうような形を考えていきたい。 

それから生徒を前面にというとで、説明会に行った際もやはり地域の方々、それか

ら保護者の方々からは、ややもするとつい施設という話になってしまう。施設ではな

くもっと子どもたちのためにもこういうものを作るのが大事だという説明をしたら

いいという話も確かに承っている。今後の説明会には十分に意を踏まえていきたいと

思う。 

（長沼委員長） 

三条小学校は、体育の授業でも何でもお年寄りの方がたくさん見ておられる。いろ

いろ新聞では御存じでも、こんなに人数になって、競争にならない、２列でおしまい

かと、毎日御覧になっている。 

やはり、子どものかけっこは競争しなくては駄目だ。２列で終わってしまっている

ことを見ていれば、ではどうしたらいいかと考えていただけるのではないか。普通の

意見がこうした普通のところでたくさんあるように思う。余りに専門的なことになる

とちょっとついていけないという気がしているので、その辺をまた御苦労をおかけす

るがよろしくお願いしたい。 

 

  エ 一ノ木戸小学校及び裏館小学校改築の検討状況について 

池浦教育総務課長から説明 

質疑に入るが質疑なく、質疑終結。 

 

  オ 次回教育委員会定例会の日程について 

    池浦教育総務課長から提案があり、委員長が諮り次のとおり決定する。 

    日 時     平成２２年８月２６日（木） 午後１時３０分 

    会 場     三条市役所栄庁舎 ２０１会議室 
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（８）議 事     

・ 議第２号 平成 23年度使用教科用図書の採択について 

（長沼委員長） 

この議題については、三条・加茂・見附・南蒲地区教科用図書選択協議会において

７月 30 日以降公表する旨の申合せがあるため、三条市教育委員会会議規則第 33 条の

規定により、会議を非公開にしたいと思うがよろしいだろうか。 

――異議なしの声―― 

（長沼委員長） 

では異議がないため会議を非公開にすることに決定する。 

〔以下非公開〕 

全員異議なく承認と決定 

 

８ 閉会宣言  平成２２年７月２６日 午後３時３２分 

    三条市教育委員会会議規則第３８条及び第３９条の規定により、会議の顛末を記載

してここに署名する。 

平成２２年８月２６日  

    三条市教育委員会 

                      委員長  長沼 礼子 

 

 


